


まとまりで保全すべきまとまりで保全すべき

地域の重要な自然を地域の重要な自然を

改変・分断し、改変・分断し、

生物相全体に影響を与える生物相全体に影響を与える

3.3. 風力発電施設が自然環境にもたらす影響風力発電施設が自然環境にもたらす影響

図：伊豆の自然を考える会制作



①①立地選定プロセスの適正化立地選定プロセスの適正化

②② ＳＥＡ・ＳＥＡ・環境影響評価法の対象事業環境影響評価法の対象事業化化

4.4. 解決すべき問題点解決すべき問題点



風況マップ（1994 NEDO）

日本におけるイヌワシの生息分布
（2004 環境省・経済産業省・国土交通省
林野庁協力）

４．解決すべき問題４．解決すべき問題
①① 立地選定プロセスの適正化立地選定プロセスの適正化

SISPA（NACS-J戦略的保全地域
情報システム構築プロジェクト）



環境省が主導して、「日本版センシティビティマップ」
を作成すべき。



4. 4. 解決すべき問題点解決すべき問題点 ①①立地選定プロセスの適正化立地選定プロセスの適正化

（中・大型風力発電施設に関する
影響想定地域マップ）
１）水源かん養・山地災害防止
２）景観
３）自然環境や生態系
４）希少種の生育・生息地

から、レベルを分ける

レベルⅠ：除外地域
レベルⅡ：慎重に検討すべき地域
レベルⅢ：それ以外

長野県のアボイドマップ



国立・国定公園での扱い

2004年環境省「国立・国定公園内の風力発電施設設置の
あり方に関する基本的な考え方」パブコメ
NACS-Jの意見
・国土の９％でしかない国立・国定公園では人為的な影
響・開発を極力抑制する地域

・風力発電の影響を関連工事も含めて十分に調査したう
えで慎重に判断すべき

・立地から除外すべき地域の基準を明確にすべき

・計画段階から専門家、市民団体等の意見を聴取し、代
替案も含めて調整をすべき



4. 4. 解決すべき問題点解決すべき問題点

②②環境影響評価法の対象事業化環境影響評価法の対象事業化

・NEDOガイドラインにもとづいた自主アセスは・・・

①現地調査と評価が不十分
調査頻度（短期間かつ簡易型調査と評価）

②事業者の認識の低さ

③手続きが不十分
住民説明情報開示
意見の反映
第三者（有識者）のチェック



4. 4. 解決すべき問題点解決すべき問題点 ②②環境影響評価法の対象事業に環境影響評価法の対象事業に

①不十分な調査方法・内容と、それによる調査結果・評価

②事業者の自然に対する認識の低さ

イヌワシ調査結果：
事業者側が実施した調査（230日間） ⇒3回の出現
日本イヌワシ研究会が実施した調査（51日間）⇒37回の出現

『猛禽餌場事業の提案』
（事業者・代表取締役名）



環境影響評価の手続きのフロー
（『風力発電のための環境影響評価マニュアル』ＮＥＤＯ）

地域への情報提供

有識者等からの意見聴取

地域への情報提供

有識者等からの意見聴取

方法書の作成方法書の作成

方法書に対する意見書の集約方法書に対する意見書の集約

環境影響評価調査の実施環境影響評価調査の実施
評価書評価書 案案 の作成の作成

事業計画の立案事業計画の立案

意見書の受付（意見書の受付（1.51.5ヶ月）ヶ月）

方法書の公開（方法書の公開（11ヶ月）ヶ月）

意見書の受付（意見書の受付（1.51.5ヶ月）ヶ月）

評価書評価書 案案 の公開（の公開（11ヶ月）ヶ月）

評価書評価書 案案 に対する意見書の集約に対する意見書の集約

環境影響評価書の作成環境影響評価書の作成

補助金申請補助金申請

東伊豆の事例では東伊豆の事例では

2005年5月①

2006年2～3月②

2006年5月末③

2006年8～9月④



4. 4. 解決すべき問題点解決すべき問題点 ②②環境影響評価法の対象事業化環境影響評価法の対象事業化

情報公開と住民意見反映情報公開と住民意見反映 →→合意形成合意形成

第三者（専門家）・首長の意見第三者（専門家）・首長の意見 →→環境保全上の審査環境保全上の審査

戦略的環境アセスメントの導入戦略的環境アセスメントの導入
今年4月環境省がまとめた「戦略的環境アセスメント（SEA）導入ガ
イドライン」から発電事業が事業者・経済産業省の反対によって、
対象事業から外れてしまった。
位置・規模等の検討段階で環境影響を把握し、複数案の比較評価

により、住民意見の反映を計画段階から行うことは、
今、風力発電事業にこそ求められる。

環境影響評価法の対象事業化環境影響評価法の対象事業化
個別事業段階にあるものは、事業者の自主性に任せずに、法令に

基づく対象事業として、いわゆる事業アセスを行う必要がある。



5. 5. 最後に最後に

自然を壊す「自然エネルギー」という自然を壊す「自然エネルギー」という
社会認識にならないために社会認識にならないために

世界的な課題である世界的な課題である
生物多様性と地球温暖化生物多様性と地球温暖化
の責任を果たすためにの責任を果たすために

国は「条件整備」を整える必要がある国は「条件整備」を整える必要がある




